
公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

公民館では、町民のニーズに応じた幅広い講座や文化教室を推進し、平成 29 年度も様々な事業を計画して

います。今月はその中から各種教室を紹介いたしますので、大勢の皆さまの参加をお待ちしています。 

今年度も公民館事業を、どうぞよろしくお願いします‼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 室 名 内    容 

出雲崎総合大学 
見学ツアーや専門家を呼んで様々なジャンルの講座を行う人気の教室です。 

主に平日の午後に実施します。これを機会に、出雲崎のことを学ぼう‼ 

ちぎり絵教室 
基本から学び、ハガキ等の作品に取り組んでおり、初心者の方も大歓迎です。 

4～3月の第 2、3火曜日の 19:00～20:30に実施します。 

パソコン教室 
基本操作も丁寧に教えます。ご希望のコースをお聞かせください。 

年 3コース（各 6日間）、平日の 18:30～20:30に実施します。 

料理教室 
「おいしく、楽しく」をモットーに季節ごとの旬の食材を使って実施します。 

年 4回、土曜日の 10:00～12:00に実施します。人気上昇中！ 

家庭教育学級 
子育てについて教養を高め、親同士の交流により子供の成長に望ましい子育て

を目指す教室です。 

新規教室 
3つの新規教室を検討しています。 

ご希望の教室がある方はお早めにご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 4 月 10 日発行 

編集：出雲崎町公民館  

℡ 0258-78-2250 

出雲崎町民体育館 

℡ 0258-78-4700 

出雲崎町公民館文化サークル協議会は、今年度より公民館教室から移行し、新たに 3 つのサークルが誕生

しました。現在は 7 団体で構成され、趣味を活かした各種サークル活動を展開しています。少しでも興味の

ある方、一緒に活動してみませんか!! 既存の 4 サークルも同様に新会員を募集しています。 

7 団体は以下のとおりです。まずは、公民館（☎78-2250）までご連絡を！ 

【書道サークル】 ： 毎月第 1、3 木曜日の 19:00～21:00（9,10 月は毎週、年 30 回程度） 

【英会話サークル】 ： 毎月第 2、4 木曜日の 19:00～20:00（月 3 回の場合もあり、年 32 回） 

【ガーデニングサークル】 ： 土曜日の 10:00～11:30（年 8 回程度） 

【既存サークル】 陶芸：中央公民館 毎週土曜日の昼間 

太極拳：中央公民館 毎週水曜日の夜間 

スポーツダンス：中央公民館 毎週土曜日昼間 

大正琴：西越地区農村環境改善センター 毎月第 2，4 火曜日午前 

 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央公民館の本 

 

 

 

 

 

 

                        

 

町立図書館（海岸公民館）の本 

 

 

 

 

 

 

                        

 

※この他の新着図書は、新着一覧を中央公民館・町立図書館（海岸公民館）それぞれに掲示しておりますのでご覧ください。 

 図書館に入った新しい本を紹介します。 

 ○ちぎり絵教室 １１日（火）・１８日（火）  ○さわやかスポーツ教室 １８日（火） 

姥捨て山繁盛記 ･･･ 太田 俊明 著 

俺の人生はやり直せる。この奇跡の村でなら―。 

日本一のワイナリーにジャム工房、モネの絵のような睡蓮

の庭……この谷をダムの底に沈めてはならない。ここには人

を活かし幸せにする何かがある。 

雨利終活写真館 ･･･ 芦沢 央 著 

『人生の最期に最愛の人へ最高の自分を贈るために』 

巣鴨の路地裏に佇む遺影専門の雨利写真館には、今日も死

に向き合う人々が訪れる。撮影にやって来る人々の生き様や

遺された人の人生ドラマ。 

新天地 ･･･ 江波戸 哲夫 著 

「技術開発こそ生命線だ」という創業者の言葉を胸に、大

手電機メーカーで新技術の開発に没頭してきた真崎。景気後

退の波に押され、新技術「見えないガラス」開発への道を閉

ざされ、韓国メーカーの誘いに乗り、単身現地に身を投じる。 

片翼の折鶴 ･･･ 浅ノ宮 遼 著 

脳外科の最初の講義、見慣れない初老の講師は「ある患者

の脳の病変が消えた。その理由を説明しなさい」と唐突に言

い放つ。学生たちは数々の推論を重ねていくが一向に正解に

たどり着けない。しかし一人、その意外な真相を導き出す。 

 
 

 1999年に刊行された良寛記念館の所蔵品図録をこの度、約18年ぶりに改訂しました。 

 新しい図録では、表紙を良寛堂から国登録有形文化財に指定された回廊と展示室の写

真に変更しました。内容は、作品を出来るだけ多くご紹介できるよう、作品数とカラー

ページを増刷しました。また作品の説明文も一新し、今現在の最新の情報に基づいて書

かれています。価格は 2,160 円（税込）、良寛記念館で販売しています。 

 なお、良寛記念館では 4 月 1 日から 6 月 30 日の間、春の企画展『良寛の内観展』～

新たに発見された四作品を初公開～を開催し、4 月 23 日（日）には展示作品を説明す

るギャラリートークを開催します。発見された 4 作品は、展覧会や目録などでも展示、

掲載されたことのない作品ですので是非、ご観覧ください。ご観覧の際は全戸配布チラ

シの町民無料券をご利用ください。 

『新良寛記念館 

所蔵品図録』 

今年度の教育委員会の主な事業、町民スポーツ大会、町や小・中学校の行事

予定などを載せた「生涯学習カレンダー」を出雲崎町のホームページに掲載し

ました。地域行事の計画や家族・友人とのスポーツ大会参加の際などにご利用

ください。町ホームページの「生涯学習」⇒「生涯学習カレンダー」をクリッ

クしてご覧ください。 

公民館行事等の詳細は公民館だよりなどで随時ご案内いたしますので皆さま

お誘い合わせの上ご参加ください。 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈越
後
出
雲
崎 

渚
会
〉 

〈西
乃
越
句
会
〉 

公
民
館
長 

 

佐
藤 

亨 

国
民
に
愛
さ
れ
る
花
「
桜
」 

新
年
度
に
入
り
ま
し
た
。
28
年
度
は
各
種
事
業
に

多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
本
年
度
も
職
員
一
同
心
し
て
当
た
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

4
月
、
年
度
の
始
ま
り
は
人
と
の
出
会
い
等
が
あ
り
、

そ
の
出
会
い
に
彩
り
を
添
え
て
校
庭
に
桜
の
木
が
植
え

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
今
桜
の
見
頃
を
迎
え
て
い
る
。

桜
花
爛
漫
で
あ
る
。
桜
は
「
散
る
桜 

残
る
桜
も 

散

る
桜
」
な
ど
と
悲
哀
感
漂
う
引
用
・
使
い
方
も
あ
る
が
、

花
見
と
言
え
ば
「
桜
」
で
あ
っ
た
り
、
め
で
た
い
時
に

出
さ
れ
る
「
桜
湯
」
、
そ
し
て
、
「
梅
と
桜
を
両
手
に
持

つ
（
良
い
こ
と
の
上
に
さ
ら
に
良
い
こ
と
が
重
な
る
）
」

な
ど
と
い
う
と
明
る
く
、
華
や
い
だ
言
い
方
も
あ
る
。

国
民
に
最
も
愛
さ
れ
る
花
は
や
は
り
「
桜
」
で
あ
ろ
う
。

（
写
真
は
今
年
の
京
都
・
醍
醐
寺
の
桜
） 

 

普
段
あ
ま
り
気
に
も
留
め
な 

い
が
、
桜
の
樹
は
花
を
先
に
咲 

か
せ
、
そ
の
後
に
葉
が
繁
る
。 

こ
れ
は
光
合
成
（
こ
う
ご
う
せ 

い
。
植
物
の
葉
が
太
陽
の
光
を 

受
け
て
デ
ン
プ
ン
な
ど
の
養
分 

を
作
る
）
が
、
夏
か
ら
秋
に
か 

け
て
た
っ
ぷ
り
養
分
を
蓄
え
、 

春
に
一
足
早
く
花
を
咲
か
せ
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
梅

や
桃
も
同
じ
類
で
あ
る
が
、
花
の
大
き
さ
や
量
か
ら
言

え
ば
桜
に
一
歩
ゆ
ず
る
感
が
あ
る
。 

桜
は
全
国
各
地
に
自
生
し
て
い
る
が
、
老
古
木
も
多

い
。「
日
本
三
大
桜
」
と
称
さ
れ
、
見
に
行
か
れ
た
方
も

お
あ
り
と
思
う
が
三
春
の
滝
桜
（
福
島
県
）
を
は
じ
め
、

山
高
神
代
桜
（
山
梨
県
）
・
根
尾
谷
淡
墨
桜
（
岐
阜
県
） 

な
ど
は
推
定
樹
齢
千
年
を
超
え
る
と
言
わ
れ
る
。
特
に
山

高
神
代
桜
は
推
定
樹
齢
二
千
年
と
言
わ
れ
巨
木
桜
だ
。
い

ず
れ
も
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

古
世
代
の
地
層
か
ら
魚
貝
類
や
虫
類
・
葉
の
化
石
が
見

つ
か
る
こ
と
が
あ
る
。
出
雲
崎
町
内
（
釜
谷
・
上
中
条
・

久
田
な
ど
）
の
地
層
か
ら
も
化
石
が
発
見
さ
れ
て
い
る

が
、
文
献
資
料
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
最
古
の
桜
の
葉
の
化

石
と
言
わ
れ
る
も
の
が
、
古
代
の
地
層
か
ら
発
見
さ
れ
て

い
る
。 

 

そ
れ
は
鳥
取
県
八
頭
郡
佐
治
村
辰
巳
峠
（
現
鳥
取
市
）

の
「
鮮
新
世
の
地
層
」
か
ら
ム
カ
シ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
一
枚

葉
の
化
石
が
採
取
さ
れ
た
。（
写
真
）
「
鮮
新
世
の
地
層
」 

は
約
500
万
年
前
か
ら
258 

万
年
前
の
地
層
と
言
わ
れ 

る
か
ら
、
随
分
前
か
ら
桜 

は
存
在
し
て
い
た
こ
と
に 

な
る
。 

そ
の
化
石
か
ら
は
葉
の
先
端
に
桜
特
有
の
ギ
ザ
ギ
ザ

が
見
て
と
れ
る
し
、
仮
に
葉
を
人
に
例
え
れ
ば
、
人
の
骨

部
分
に
当
た
る
中
央
脈
や
側
脈
な
ど
の
「
葉
脈
」
が
写
真

資
料
か
ら
も
は
っ
き
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
化

石
は
現
在
、
鳥
取
県
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

  

4
月
を
代
表
す
る
花
「
桜
」
を
こ
う
記
し
て
み
て
、

古
代
を
含
め
て
秘
め
ら
れ
た
桜
の
自
生
力
、
生
命
力
を
知

る
と
、
鑑
賞
や
い
や
し
・
風
物
詩
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、

単
に
そ
れ
で
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
思
い
が
何
と
な
く
沸

き
起
こ
る
気
が
す
る
。
4
月
は
新
た
な
力
を
注
入
し
た

い
も
の
で
あ
る
。 

〈出
雲
崎
小
学
校
６
年
生
の
俳
句
〉 

 闇
を
裂
く
い
の
ち
の
ゲ
ー
ム
猫
の
恋 

川 

西 
 

仲
野 

隆
之 

来
客
の
固
辞
し
て
正
座
春
炬
燵 

川 

西 
 

遠
藤 

比
呂
女 

 

初
櫻
仰
ぎ
未
来
図
透
か
し
見
る 

尼 

瀬 
 

小
黒  

大  

畑
打
つ
や
ま
づ
は
農
日
誌
繰
り
て
見
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

久 

田 
 

五
井
野 

久
女 

卒
業
だ
校
歌
も
最
後
悲
し
い
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

卒
業
生 

 

中
村 

桜
介 

卒
業
は
終
わ
り
じ
ゃ
な
く
て
初
ま
り
だ 

 
 

 
 
 
 
 
 

卒
業
生 

 

諸
橋 

一
花 

卒
業
で
親
に
心
を
伝
え
る
よ 

 
 

 
 
 
 
 
 

卒
業
生 

 

小
田 

海
空
斗 

卒
業
だ
今
ま
で
あ
り
が
と
う
お
母
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 

卒
業
生 

 

遠
藤 

琉
維 

感
情
の
あ
ふ
れ
る
日
々
も
卒
業
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 

卒
業
生 

 

佐
藤 

悠
斗 

 

卒
業
式
か
っ
て
に
出
て
く
る
涙
た
ち 

卒
業
生 

 

山
﨑 

千
愛 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3 月 12 日（日）、「第 36 回町民バドミントン大会」を開催しました。７チームが参加

した今大会では小学生中心のチームも参加し、大人顔負けのプレーで大会を盛り上げま

した。実力者同士のガットが切れるような激しいラリーの応酬にはギャラリーから歓声

が飛び交い、町民大会の最後を飾るにはふさわしい大会となりました。 

3 月 3 日（金）、出雲崎町体育協会主催の「第 15 回近郷ゲートボール大会」を開催し

ました。屋内ゲートボール場の増設を記念して始まったこの大会も 15 回を数え、町内

外から 16 チームが集まりリーグ戦で競い合いました。町では今年度最後となる大会に

会場は活気にあふれ、寒さを吹き飛ばす元気なプレーで交流を深めました。 

大 会 結 果 

 

○準優勝○ 

さくら(分水) 

・第３位・ 

与板同心会 

 

☆優 勝☆ 

和 島 

 

 3 月 24 日（金）、トレーニングルームの使い方を学

ぶ「スタートアップ講習会」を開催しました。マシン

の説明や注意点など22人の参加者は熱心に講習を受け

ていました。これからどんどんトレーニングルームを

利用して健康管理に役立ててください。 

大 会 名 開 催 日 

 第 37回 町民ソフトボール大会 6 月 4 日(日) 

 第 39回 町民バレーボール大会 7 月 9 日(日) 

 第 11 回 町民ウォーキング 10 月 1 日(日) 

第 28 回 町民ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会 11 月 19 日(日) 

 第 2 回 町民卓球大会 2 月 11 日(日) 

 第 37回 町民バドミントン大会 3 月 11 日(日) 

 

 今年度の町民大会を下記のとおり計画しています。

皆さまの参加を心よりお待ちしています。 

大 会 結 果 

 

○準優勝○ 

フェニックス 

・第３位・ 

川西Ａ 

 

☆優 勝☆ 

沢田Ｂ 

 

 ※体育施設は 5 月 3 日～5 日は 17 時閉館です。 

        （6 日、7 日は通常どおり） 


